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 第 1 節では、社会科の「思考」に関する先行研究の分析を行い、これまで論じられてきた
社会科の「思考」について明らかにする。その上で、本研究の社会科における「思考」を定
義する。 




第 3 節では、第 2 節で明らかとなった課題をもとに、社会科の「思考」を評価するために
必要な視点を明らかにする。 
 


















   概念探究の基本的学習過程 
  Ⅰ情報の収集 Ⅱ情報の分類・比較 Ⅲ学習問題の発見・把握 Ⅳ予想の提示 Ⅴ仮説の設定 Ⅵ仮 



















   「予想・仮説の設定」の段階では、直観的思考で出された予想を集約して仮説に高めたり、既に子 
どもが「習得」している知識（記述的知識、分析的知識、説明的知識）や概念装置を「活用」したり 
して、仮説を設定する。 
   「仮説の検証のための資料の収集と選択、決定」の段階、「選択した資料をもとにした検証」の段 
階においても、既に子どもが「習得」した技能や知識（記述的知識、分析的知識、説明的知識）が「活 
用」される。 
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表Ⅰ―２―２  「社会科教育学における『思考』の評価に関する先行研究」 
 執筆者 論文題目 出典・発行所 
1 堤豊 社会科事例学習における社会認識形成と評価 
日本社会科教育研究会『社会科研究』










育研究』第 11 号 1999 pp.61-68 






































出典 日本社会科教育研究会『社会科研究』第 34 号 1986 pp.129-139 





















出典 全国社会科教育学会『社会科研究』第 40 号 1992 pp.173-182 
























出典 社会系教科教育学会『社会系教科教育研究』第 11 号 1999 pp.61-68 




























学研究』第 5 号 2006 pp.11-18 


























社会科学習評価への質的研究法 Grounded Theory Approach の導入‐社会認識形
成過程における評価のための視点提示に関する方法と実際－ 
出典 日本社会科教育学会『社会科教育研究』 第 121 号 2014 pp.91-102 
評価の対象 ■「分かる」過程における知識の習得過程    □その他 
評価方法 

















































































































 評価問題を分析するにあたり、分析の観点は次の 3 点である。これらの 3 点は、第 1 節、






③  子どもの「思考」を可視化するための手立てがうたれているかどうか。 






 ○or× 考察 






した 7 社のものである。 
 
表Ⅰ－２－４ 「小学校社会科業者テスト」 
 出版社 出典 出版年月 
１ 文溪堂 基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生） 2015.4 
２ 日本標準 思考力・表現力の EX 社会 1 学期（5 年生） 2015.4 
３ 新学社 基礎基本＋活用 社会α 1 学期（5 年生） 2015.4 
４ 青葉出版 基礎基本社会 A 1 学期（5 年生） 2015.4 
５ 光文書院 基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生） 2015.4 
６ 正進社 基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生） 2015.4 







分析対象（出典） №1 文渓堂『基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
問題例 米作りのくふうや取り組みについて、考えましょう。 
(１)次の写真の説明として考えられる文を、1～5 からそれぞれ１つ選んで、□に番号を書きましょう。 
 品種改良の写真     アイガモ農法の写真  








写真：コンバインを使ったいねかり 写真：中国で売られている日本の米  
（３）上の写真の取り組みについて、次の文の（ ）にあうことばを□から選んで書きましょう。 
ア 地域の農家と、（ ）で作業をおこなったり、ねだんの（ ）機械を買ったりしている。 
イ 日本の米のよさを、（ ）の人にもしってもらおうとしている。 


















分析対象（出典） №2 日本標準『思考力・表現力の EX 社会 1 学期（5 年生）』2015.4 
問題例 １米作りについて、考えましょう。 
グラフ：米の生産量と消費量のうつり変わり グラフ：年齢別農業人口のうつり変わり  
①米の生産調整がおこなわれるようになったのは、なぜですか。（ ）にあうことばを書きましょう。 
米の（  ）量が減り、古米の（  ）量が増えてきたから。 
②米作りをしている田の面積は、どう変わっていると考えられますか。グラフを見て考えましょう。 
③②の答えのように考えたのはなぜですか。 












ア、 大規模な農業ができ、費用も減らせる。 イ、味がよく高品質の米を求める消費者がいる。 
ウ、 農業だけでは、くらしていくのがむずかしい。 エ、米作りだけでなく、ほかの作物も作る。 
②これからの米作りで求められていることを書きましょう。 
 米の消費量を増やすために、（                           ）。 










分析対象（出典） №3 新学社『基礎基本＋活用 社会α 1 学期（5 年生）』2015.4 
問題例 ４しおりさんは、米作りのくふうや問題点についてノートにまとめました。 
 グラフ：年齢別農業人口のうつり変わり グラフ：米の生産量と消費量のうつり変わり  
 写真：①水田農業試験場での試験 写真：②カントリーエレベーターの利用 写真：農薬をまく  
写真：田に給水する  提案：米からできた米粉パンが評判になっているので、米粉を使ったおいし 
いパンを開発するとよいと思います。 
（１）①②の写真にあう米作りのくふうを、次のア～ウから選んで、□に記号を書きましょう。 
ア 害虫からいねを守る  イ 米の品質改良を行う  ウ 米を適温で保管する 
（２）農業で働く人数の変化について、（ ）にあうことばを□から選んで書きましょう。 
・農業で働く人は減っており、（  ）のわりあいが減って、 






 米の消費量は、全体として【増えて 減って】います。そのため、国は田を減らすことで、米の 
【生産量 消費量】をおさえる政策をとりました。 
（５）□の提案によって、米の消費量はどうなると考えられますか。（ ）にあう言葉を書きましょう。 
 米の消費量は（                        ）。 












高齢者 わかい人 子ども 
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分析対象（出典） №4 青葉出版『基礎基本社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
問題例 １米作りのくふうについて、考えましょう。 











 グラフ：米の生産量・消費量と古米の在庫量  グラフ：農家数のうつり変わり  
（１）【 】の中のあう言葉を○で囲みましょう。 



















分析対象（出典） №5 光文書院『基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
問題例 ４米作り農家のくふうについて考えましょう。 
 写真①：アイガモ農法  写真②：水田農業試験場での研究  写真③：直まきさいばい  












 消費者の要望にこたえる  米があまるようにする  農家の数を減らす  自然環境に気を配る 


















分析対象（出典） №6 正進社『基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
問題例と分析 米作りのくふうについて考え、答えましょう。 
 写真ア：2002 年ほ場整備前→2011 年ほ場整備後  
 グラフ イ：庄内平野のおもないねの品種別作付面積のわりあいのうつり変わり  
 グラフ ウ：化学肥料と農薬の消費量のうつり変わり  










 ＊安全な米作り □□  ＊効率のよい米作り □□ 
⑤新しい米を開発したり、農薬や化学肥料を減らしたりする理由を、安全、味という言葉を使って、次 
の文に続けて書きましょう。 
消費者が（                                     ）。 















分析対象（出典） №7 教育同人社『基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
問題例と分析 米作りのくふうについて、考えましょう。 
 写真ア：田に直接、種をまく直まきさいばい  写真イ：アイガモ農法  
 写真ウ：水田農業試験場での研究  写真エ：ほ場整備をした田  
 写真オ：ぶたのえさにする米  写真カ：外国で売られている日本の米  
（１）次の文と関係の深い写真をア～カから２つずつ選んで、（ ）に記号を書きましょう。 
   病気や害虫に強く、環境によい米作り （ ）（ ） 
   農作業の手間や費用をはぶいた効率的な米作り  （ ）（ ） 
（２）（ ）にあう言葉を□から選んで書きましょう。 
   農業機械のねだんが（  ）ので、農家の（  ）となっている。 


























































 平成 20 年版学習指導要領小学校編は平成 23 年度に完全実施された。国立教育政策研究
所は、実施された学習指導要領の検証のため、学習指導要領の改善事項を中心に、目標や内
容に照らした児童の学習の実現状況について、平成 24 年度（平成 25 年 2 月、3 月）にペ
ーパーテストを作成し調査を行っている。平成 20 年版学習指導要領の調査のために作成さ
れたペーパーテストは、平成 19 年 6 月 27 日に公布され、同年 12 月 26 日に施行された改










第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 計 
学習問題を見いだし、その解決の見通しをもつ ２ － １０ １２ 
様々な情報を比較して、社会的事象の意味を考える １ ５ － ６ 
様々な情報を関連付けて、社会的事象の意味を考える ３ ４ ２ ９ 
様々な情報を総合して、社会的事象の意味を考える ６ ６ － １２ 
社会の一員として、社会的事象の意味を考える ３ ２ ７ １２ 
知識や技能を活用して、社会的事象について説明する ０ ４ ２ ６ 
合計 １５ ２１ ２１ ５７ 
（⑮ ,p.3 を基に大西作成） 
 
 今回の調査問題において「思考・判断・表現」について評価する問題が 57 題ある。それ




る。分析の観点は次の 3 点である。これらの 3 点は、先に市販の業者テストを分析したも






























学習問題                 













































総額 31 兆 9953 億円 
石油（39％）食料品（10％） 
電器機械類（7％） 




























 写真①：道路などの耐震工事 写真②：町会の人々の安全のための話し合い 




     □（どこ）の□（どのような）はたらき 
 ２と３に共通する点は 
     □（だれ）の□（どのような）はたらき 










































          金閣の写真   歌舞伎の写真 










１             ２ 
 





 １ 納税  ２ 選挙  ３ 司法参加  ４ 労働 
番号     説明 








国会 ア □ 




























第 34 号 1986 pp.129-139 
②棚橋健治「社会科における思考の評価―アメリカ新社会科における探求テストを手がか 
りにして―」全国社会科教育学会『社会科研究』第 40 号 1992 pp.173-182 
③山本憲令「学ぶ力（思考力、資料活用能力）を測定評価できる社会科テスト問題の開発」 
社会系教科教育学会『社会系教科教育研究』第 11 号 1999 pp.61-68 
④峯明秀「社会科目標準拠評価におけるモデレーションによる妥当性・信頼性の確保」大阪 




⑤岡田了祐「社会科学習評価への質的研究法 Grounded Theory Approach の導入‐社会認 
識形成過程における評価のための視点提示に関する方法と実際－」日本社会科教育学会
『社会科教育研究』 第 121 号 2014 pp.91-102 
⑥中本和彦「「指導と評価の一体化」と「思考・判断・表現」の評価－単元「オーストラリ 
ア」の評価問題試案を事例として－」日本教材文化研究財団『社会科における「思考・判 
断・表現」の評価に関する研究』 2014.9 pp.21-34 
⑦井上奈穂「見方・考え方の習得につながる評価のためのツール－モデルに基づく社会認識 
形成の保障－」井上奈穂『社会系教科における評価のためのツール作成の論理―授業者の 
ための評価法作成方略―』風間書房 2015 pp.107-162 
⑧文溪堂『基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
⑨日本標準『思考力・表現力の EX 社会 1 学期（5 年生）』2015.4 
⑩新学社『基礎基本＋活用 社会α 1 学期（5 年生）』2015.4 
⑪青葉出版『基礎基本社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
⑫光文書院『基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
⑬正進社『基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
⑭教育同人社『基礎基本 社会 A 1 学期（5 年生）』2015.4 
⑮国立教育政策研究所教育課程センター『小学校学習指導要領実施状況調査 教科別分析 



















































 第 1 節では、認知心理学の研究成果に依拠し、概念獲得には、概念形成と概念達成の二つ
の働きがあることを明らかにする。 




























































   (1)われわれは何事かを調査し研究しようとしたときまず問題を、設定しなければならない。 
(②,pp.48-49) 
 
   (2)問題が確定したらその現象を引き起こす「原因」を考えなくてはならない。(②,p.49) 
 




















   社会事象間の関係を原因と結果の関係で示しているものを説明的知識と呼ぶ。（④,p.42） 
 
岩田は、社会事象間の関係を原因と結果の関係で示しているものを「説明的知識」として











































































   外延：ことばの指示対象の集まりからなるカテゴリー 











   われわれは例として 1 人の若い食通の行動をとりあげる。彼は自分の料理技術には野生種の方が市 
場で手に入る栽培された型のものよりもはるかに値打ちがあると確信して、自分のきのこを集めよう 
と決心する。彼の最初のねらいは食用に適するのと適しないきのこを区別することである。（中略：大 
西）例の人物が食用に適するという究極の基準によって、きのこに 2 クラスが存在することについて 













   学習の際、子どもがさまざまな教材に取り組む過程で、共通な性質をそれらから取り出しながら、 
一般的な概念を作っていく活動が、「概念形成」である。（中略：大西） 





































    社会事象Ⅲ 
 
 





















    は、複数の事象に共通の抽象的な要素、 
    は、個別の事象の具体的な要素、 























⑦今井むつみ「ことばと概念の獲得」辻幸夫編『ことばの認知科学事典』大修館書店 2001.7  
pp.210-225 












































































































































































































































































































































































































































































①U・ナイサー 古崎敬・村瀬旻共訳『認知の構図 人間は現実をどのようにとらえるか』 
サイエンス社 1978.10 
②ジョナサン.K.フォスター 郭哲次訳『記憶』星和書店 2013.8 
③甲津和寿「社会認識過程におけるスキーマと概念形成」全国社会科教育学会『社会科研究』 
37 号 1989 pp.92-102 
④Kevin R.Cox & Georgia Zannaras 曾田忠宏、林章、布野修司、岡房信訳「マクロ・スペ 
ースの指示知覚－その概念、方法論、応用」Roger M.Downs & David Stea『環境の空間 
的イメージ－イメージマップと空間認識』鹿島出版会 1976.7 pp.177-193 
⑤山崎孝史『改訂版 政治・空間・場所「政治の地理学」にむけて』ナカニシヤ出版 2013.10 
⑥吉水裕也「地理的スケールの概念を用いたマルチ・スケール地理授業の開発－中学校社会 
科地理的分野『身近な地域の調査 高知県春野地区』を題材に－」日本地理教育学会『新 
地理』59-1 2011.4 pp.1-14 
⑦小谷恵津子「地図を用いた社会科学習で形成する方法概念と内容概念」日本地理教育学会 
『新地理』60-3 2012.12 pp.1-18 
⑧野家啓一『物語の哲学』岩波書店 2005.2 















 第 1 節では、空間的図式としての概念獲得過程を可視化するための手立てとして、これ
までに実践されてきた図式化の先行研究を分析する。 













































































































































































 型式 目的 
①  イメージ抽出型 子どもの既有の知識や経験を引き出すため 
②  学習問題発見型 
子どもたちの素朴な「問い」を引き出し、学習問題として組
織化するため 
③  事実発見・分析型 
資料から読み取れる事実・事象をミクロ的に分析していく中
で、新たな社会的事象として対象化するため 














































ップ活用ガイド』東洋館出版 2002.8 pp.22-23 
② 岩井徳二「観察・実験の結果をコンセプトマップにし、頭の中を整理する」福岡敏行編
著『コンセプトマップ活用ガイド』東洋館出版 2002.8 pp.42-44 
③ 小川博士、松本伸示「オーセンティック・ラーニングに依拠した理科授業が燃焼概念形
成に与える影響に関する事例研究－『概念についての面接法』の分析を通じて－」日本
理科教育学会『理科教育学研究』53 号 3 巻 2013.3 pp.429-439 
④ 辻健「これってルール違反かな？‐Part4－」福岡敏行編著『コンセプトマップ活用ガ
イド』東洋館出版 2002.8 p.61 







































































































































































































































































 第 1 節では、小学校第 5 学年における「日本の産業」における概念獲得と実際の授業に
おける学習過程について述べる。 














か、意欲的に考えようとしている。        （社会的事象への関心・意欲・態度） 
○日本の産業のしくみを、気候・土地（地形を含む）などの自然条件、位置（市街地との関
係）・輸送などの社会条件、品種改良・ブランド化などの人々の工夫や努力を組み合わせて
考えることができる。                  （社会的な思考・判断・表現） 
○地図やグラフから、日本の産業のしくみの要素を読み取ることができる。 
                             （観察・資料活用の技能） 
○日本の産業は、気候・土地（地形を含む）などの自然条件、位置（市街地との関係）・輸
送などの社会条件を活かし、品種改良・ブランド化などの人々の工夫や努力によって発展し





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































米づくりの工夫 教科書、資料集から、米作りの 1 年間のサイクルを知
る。また、生産を高めるための工夫を知る。 












































































































































・愛知が 1 位。 
【工業認知図を活用】 







































































































































児童 日本の農業 日本の工業 
１ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
３ Ｃ 社会条件が未記述 Ｃ 輸送などが未記述 
４ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
５ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
６ Ｂ 「コスト」「地形」など未記述 A 条件がすべて記述 
７ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
８ Ｃ 社会条件が未記述 Ｂ 「地形」が未記述 
９ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１０ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１１ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１２ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１３ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１４ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１５ Ｃ 社会条件が未記述 Ｃ 条件が未記述 
１６ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１７ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１８ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１９ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２０ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２１ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２２ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２３ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２４ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２５ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 









評価 日本の農業 日本の工業 
A 22名 23名 
B 1名 1名 









































①愛知が 1 位だから、工業ではないか。 













児童 評価 内容 
１ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
２ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
３ Ｃ 根拠によらず、当てずっぽうな予想であった。 
４ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
５ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
６ Ｂ 気候の条件を根拠に予想・仮説を設定できた。 
７ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
８ Ｃ 根拠によらず、当てずっぽうな予想であった。 
９ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
１０ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
１１ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
１２ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
１３ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
１４ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
１５ Ｃ 根拠によらず、当てずっぽうな予想であった。 
１６ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
１７ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
１８ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
１９ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
２０ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
２１ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
２２ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
２３ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
２４ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 
２５ A 気候や地形、輸送を根拠に予想・仮説を設定できた。 








































 第 1 節では、小学校第 6 学年における「大昔の人々くらしと国の統一」における概念獲
得と実際の授業における学習過程について述べる。 

























服装に差ができたことを読み取ることができる。        （観察・資料活用の技能） 
○縄文時代と弥生時代の人口の増減を表したグラフを読み取ることができる。 
                   （観察・資料活用の技能） 
○稲作の普及に伴う食生活の安定により、人々のくらしが、小規模なムラでの生活から大規
模なムラでの生活へと変化したことが分かる。    （社会的事象についての知識・理解） 
○ムラ同士の争いから、クニがうまれ、日本列島に大きな権力をもった政治勢力（邪馬台国
の卑弥呼、大仙古墳などの巨大な古墳を作ることができるような豪族）がうまれたことが分


























































































































































































































































































































 服装 食物 家 土器 道具 様子 
縄文 同じ 採集・狩り 同じ家 使ってる 弓矢・モリ等 平和 















縄文時代の期間は、日本文教出版の教科書記述では、約 12000 年前～約 2400
















































































































































































































児童 縄文時代 弥生時代 
１ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
３ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
４ Ｂ 「気候」が未記述 A 条件がすべて記述 
５ Ｂ 「気候」が未記述 A 条件がすべて記述 
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６ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
７ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
８ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
９ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１０ Ｃ 「道具」のみを記述 Ｃ 「道具」のみを記述 
１１ Ｂ 「気候」が未記述 Ｃ 「道具」のみを記述 
１２ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１３ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１４ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１５ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１６ Ｂ 「気候」が未記述 A 条件がすべて記述 
１７ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１８ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
１９ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２０ Ｂ 「気候」が未記述 A 条件がすべて記述 
２１ Ｂ 「気候」が未記述 A 条件がすべて記述 
２２ Ｂ 「気候」が未記述 A 条件がすべて記述 
２３ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２４ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 
２５ Ｂ 「気候」が未記述 A 条件がすべて記述 
２６ Ｂ 「気候」が未記述 A 条件がすべて記述 
２７ A 条件がすべて記述 A 条件がすべて記述 










評価 縄文時代 弥生時代 
A 17名 26名 
B 10名 0名 











































児童 評価 内容 
１ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
２ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
３ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
４ Ｂ 「食物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
５ Ｂ 「気候」「食物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
６ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
７ Ｂ 「気候」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
８ Ｂ 「気候」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
９ Ｃ 「気候」「食物」「建築物」を根拠にせずに予想・仮説を立てている。 
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１０ Ｂ 「気候」「食物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
１１ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
１２ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
１３ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
１４ Ｃ 「気候」「食物」「建築物」を根拠にせずに予想・仮説を立てている。 
１５ Ｂ 「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
１６ Ｂ 「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
１７ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
１８ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
１９ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
２０ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
２１ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
２２ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
２３ Ｂ 「気候」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
２４ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
２５ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
２６ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 
２７ A 「気候」「食物」「建築物」を根拠に予想・仮説を立てている。 





































































































































































































































































































































図Ⅲ 工業生産額（2010 年） 
 
（総務省統計局データより作成） 


























































































































































































 畜産業 「肉牛」「乳牛」「豚」「肉用鶏」「卵用鶏」などを飼育し、出荷する。 
 工芸農作物 「茶」や「こんにゃくいも」などなどを生産する。 
 林業 建築用の木材や、紙を作る材料となる木材を出荷する。 




















図Ⅵ 主要漁港水あげ量（2009 年） 
 
（『日本国勢図会』 矢野恒太記念会 p.185 より） 
表Ⅱ 乳用牛の都道府県別頭数（2010・2011 年） 
 2010 2011 割合（％） 
北海道 82.7 82.8 56.4 
栃木県 5.4 5.3 3.6 
岩手県 4.8 4.7 3.2 
熊本県 4.3 4.4 3.0 
群馬県 4.0 3.9 2.7 





























































７ B 愛知県は、工業が盛んなので。 化学工業 
８ B 愛知県。プラスチック製品は車に必要。 化学工業 
９ B 北海道に牛がいっぱいいる。 畜産業 














































































































児童 認知図 評価問題 児童 認知図 評価問題 
１ A A １４ A B 
２ A A １５ Ｃ Ｃ 
３ Ｃ Ｃ １６ A A 
４ A A １７ A A 
５ A B １８ A A 
６ B B １９ A A 
７ A B ２０ A Ｃ 
８ Ｃ B ２１ A A 
９ A B ２２ A A 
１０ A B ２３ A B 
１１ A A ２４ A A 
１２ A A ２５ A B 
１３ A A ２６ A A 
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 最後に、私のわがままである大学院生活に理解を示し、研究生活を支えてくれた妻と 3 人
の子どもたちに、心からの感謝の気持ちを伝えたいと思います。 
 
